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  Ａ．研究目的 
JNCDBの実運用すなわち全国的な診療、特に治
療の質の評価のためのデータ収集・分析を行い、
施設に還元する。さらに診療科DB（臓器別がん
登録）の標準化、院内、地域がん登録とのデー
タ連携を進め、入力重複の現場負担を軽減し、
データの質向上を図る。 
 
Ｂ．研究方法 
昨年に引き続きJNCDBの改定作業を進めた。DB
の基本項目は臨床的に有用な項目を追加し、デ
ータ収集による利点が少ないものを削除した。
また入力の充足率を上げるようにするためのレイ
アウトを確認した。 
当施設ではJNCDBが実運用された場合にデータ
連携が行えるよう、既存DBに症例登録を継続し
て行った。 
 
Ｃ．研究結果 
DBの基本項目がブラッシュアップされ、基本項
目の入力時間を考えると一般臨床でも使用でき
る状態になりつつある。臓器別DBについては入
力項目にランク付けが行われており、各施設の
登録業務の負担に合わせて必須項目数を減らす
ことが可能な一方、ランクの低い項目も残すこ
とにより状況に合わせて段階的に詳細なデータ
も入力できるようになっている。 
 
Ｄ．考察 
JNCDBの登録フォーマット基本入力項目の見直
しを行い、必須項目数や入力時間の点では一般
臨床でも容易に使用できるようになった。 
 
Ｅ．結論 
データ入力充足率を向上するための負担軽減
を図る工夫が行われ、JNCDBの本格運用の基盤が
整備された。 
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